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・私たちの脳は外界の物理刺激の変化をそのまま捉えるのではなく、
⽣存に効果的な情報に修正して知覚します。このような修正は⼊⼒
された「物理量」と観察者が知覚する「⼼理量」が異なるため、し
ばしば錯覚や錯視と⾒做されます。

ブランコ型のモーションプラットフォームとHMDを使⽤したこれ
までの研究で、⾝体が左右に往復運動しながら同期した前後⽅向の
視覚運動パタンを観察すると，両者がうまく融合されて知覚される
⾃⼰運動⽅向は前庭覚と視覚から得られる運動⽅向の中間⽅向とな
ることを明らかにしてきました。左右⽅向と
前後⽅向という直交する２⽅向の⾝体運動を
伝える「物理量」が１⽅向の「⼼理量」に統
合されるわけです。

この研究成果を応⽤すれば、実際の「物理
的」移動空間が⼩さく⾝体の動きが制限され
た状況でも、「知覚的」に仮想の豊かな移動
体験を与えることが可能になります。

・多感覚統合を応⽤した、狭い空間で豊富な移動体験を提供する
バーチャルリアリティコンテンツの開発

・介護現場等で歩⾏困難者に仮想
移動体験をしてもらい、QOLを
向上させる（観察者が仰臥状態
でも視覚と前庭覚の統合は可能）
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